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Ⅰ. 一 般 演 題

1)終末回腸微小腺腫の4例
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5rrm 以下の終末回腸教小嚢面塾腺腫を4例経験した.

消化管 polyposisはなく家族歴に特記事項はなかった.

堂例無症状で,3例に他臓器癌,l例に大腸腺腫の同時

性ないし異時性の合併を認めた一病変部位はいずれも回

爵弁から5cm 以内の終末回腸で,長径は全て 5mm 以下

(Jx∴1mm.5､く3.5＼1mm.5＼5＼1mm.3.5＼3xO.5

mm)であった.肉眼形態は表面型 (射mTlのものは ⅡC

様,鶴は Ⅱa+ⅡC様)で繊毛構造が消失し 実体顧教

鏡所見は陥凹部で小円形 pitを,隆起部で管状 pitを

呈していた.組織診断は管状腺鹿であり,p53染色は

全例陰性,Ki67染色では陽性細胞は径 5mm 以下の

大腸腺腫と同様に表層 200-250pm に分布していた.

2)2つの 正だ病変を含んだ多発早期大腸癌
の1例
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同時性をこ4つの sm 癌を生じた多発大腸癌の1例を

樽暫する.症例は51歳の男性.家族歴にポリポ--シス8

大腸癌なし,貧血あり,大勝内視鏡検査施行.左側結腸

に脈管侵襲を伴うsm 癌があり,左半結腸切除術施行事

横行結腸に2つの表面型の sm癌 (濫a+濫C,3.5×1.5

cm.W()ll.IIc.1.5×1.OL111WL1111S状結腸iこ2-°､)∩
隆起型LTlsnl癒 tIp.2.0x2.Ocm,well.1p､2.1)
cmx2.2cm,moderately)の計4つの癌腫があった,

免疫組織染色ではS状結腸の Ipsm 癌のひとつでの

み癌腰部で p53蛋白の異常者磯が認められた.他の3

病変では陰性であった.このことは,発癌をこいたる経路

が同一固体,更には閣一形態,同-部位であっても多様

であることを示唆するものと思われた.
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口. 主 題 ｢大腸癌肝転移の診断と治療｣

吊 当院における大腸癌肝転移の治療成績
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当院で5年10ケ月の観察期間中に大腸癌肝転移と診断

され,うち病歴を確認し得た稲例 (男47例ラ女2且例,辛

均年齢65.6±19.4歳)を対象をこ種々の検討を行った.

肝切除と背景H因子との検討で,Hlでは肝切除群で

有意に生存率が高く,招2,3では肝切除の有無で生存

率に有意差はなかった.間駿的動注療法の有効性は各H

群で明らかとならなかった.4例の長期無再発生存例は

全例肝切除,動注併周例であった.うち3例は Hl単

発例であったが,1例は H2であり,積極的治療の可

能性が示唆された.また無再発生存期間の検討から異時

性肝転移の約75%は原発巣切除後1年以内に確認されて

おり,1年以内の厳盈観察が最重要と考えられた,

2)大腸癌肝転移における反復肝動産療法
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大腸癌肝転移におけるリザ-バ-を履いた反復肝動注
療法を行い,成績と予後について検討した.肝転移巣に

対する菌接効果は奏功率こシ1.5OOて.5006J生存期間は50̀1

日であー,た.肝占拠率を^309(汀J､fr.ti30-600｡,C60

0訂LLと_-規定すると. 1午生存率^81.lob.B60.400.

Cl6.TOO,2年生存率A6(1.700.1う13./100.coOo.

3年生存率A34.1%,B,C0%であった.多変盈解

析で検討すると,この肝占拠率が予後をこ最も寄与する因

子であった.治療期間中の肝外病変の出現は朗.9%をこ

認められた.本療法は外来での長期継続が可能であるが,

動産 トラブルが発生すると在宅 (通院治療)率を有意に

低下させた.


